
民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
整
備
・

人
材
育
成
の
推
進

「
九
州
か
ら
の
森
林
・
林
業
再
生
」

を
目
指
し
、
民
有
林
と
の
森
林
共
同

施
業
団
地
に
お
け
る
取
組
を
通
じ
た

地
域
林
業
の
振
興
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
民
有
林
行
政
を
支
援
し
地
域

林
業
の
推
進
役
と
期
待
さ
れ
て
い
る

「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
の
育
成
の
た

め
の
研
修
の
実
施
な
ど
民
有
林
も
含

め
た
人
材
育
成
に
貢
献
し
ま
す
。

(1)
民
国
連
携
し
た
森
林
共
同
施
業
団

地
の
取
組

「
一
署
一
協
定
」
を
目
標
に
、
民

有
林
の
森
林
所
有
者
等
と
の
協
定
に

よ
る
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
を

行
い
、
民
・
国
が
連
携
し
た
効
率
的

な
路
網
整
備
や
間
伐
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
各
団
地
に
お
け

る
効
率
的
な
路
網
の
設
定
、
木
材
の

有
利
販
売
に
係
る
取
組
、
集
約
化
に

向
け
た
中
小
規
模
の
森
林
所
有
者
と

の
協
定
締
結
等
を
目
指
し
ま
す
。

(2)
地
域
林
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

国
有
林
の
組
織
・
資
源
・
技
術
を

活
用
し
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の
再

生
に
不
可
欠
な
人
材
育
成
に
貢
献
す

る
こ
と
と
し
、
熊
本
南
部
署
管
内
等

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
、
林
業
専
用
道
技
術
者
育

成
研
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

国
有
林
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
を
中

心
に
地
域
の
民
有
林
行
政
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
と
木
材
の
安
定

供
給森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
、
新

た
な
路
網
の
整
備
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の

活
用
等
に
よ
る
低
コ
ス
ト
造
林
の
取

組
を
進
め
、
森
林
施
業
全
体
を
通
じ

た
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
シ
ス
テ
ム
販
売
や
Ｃ
材
の
供
給

等
、
国
産
材
の
安
定
供
給
と
需
要
拡

大
を
図
り
ま
す
。

(1)
林
業
再
生
の
基
盤
と
な
る
路
網
の

整
備「

林
業
専
用
道
作
設
指
針
」
、

「
森
林
作
業
道
作
設
指
針
」
に
基
づ

い
た
路
網
整
備
を
本
格
的
に
実
施
し
、

民
有
林
へ
の
普
及
や
開
設
技
術
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

「
林
業
専
用
道
」
に
つ
い
て
は
１

２
０
km
を
目
標
に
開
設
を
進
め
ま
す
。

ま
た
モ
デ
ル
路
線
も
活
用
し
、
民
有

林
へ
の
普
及
を
図
る
た
め
の
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

「
森
林
作
業
道
」
に
つ
い
て
は
、

技
術
者
の
養
成
、
現
地
検
討
会
や
署

間
の
相
互
検
証
等
を
行
い
、
一
層
の

定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
国
有
林

に
お
け
る
研
修
の
実
施
、
民
有
林
の

研
修
等
へ
の
指
導
者
の
派
遣
等
を
行

い
ま
す
。

(2)
低
コ
ス
ト
造
林
の
確
立

育
林
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
、
約

30
万
本
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
、
伐

採
直
後
の
植
付
に
よ
る
地
拵
え
の
簡

略
化
や
、
初
期
生
長
の
良
さ
を
活
か

し
た
下
刈
り
回
数
低
減
等
の
実
証
に

取
り
組
み
ま
す
。

研
究
機
関
や
県
と
も
連
携
し
た
デ
ー

タ
収
集･

普
及
を
行
い
、
民
有
林
も

含
め
て
林
業
全
般
の
経
営
コ
ス
ト
の

低
減
に
貢
献
し
ま
す
。

(3)
国
産
材
の
安
定
供
給･

利
用
拡
大

大
規
模
需
要
者
と
の
協
定
に
基
づ

く
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
民
有
林
と
連
携
し
た
共

同
出
荷
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
燃
料
と
し

て
小
径
木
な
ど
の
未
利
用
材
等
の
利

用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
ヶ
年
に
わ
た
る
複
数
年
度
契
約

に
よ
る
効
率
的
な
間
伐
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

国
有
林
は
、
原
生
的
な
天
然
林
か

ら
人
工
林
、
高
山
帯
な
ど
、
様
々
な

タ
イ
プ
の
生
態
系
、
生
物
が
生
息
・

生
育
し
て
い
る
森
林
を
多
く
有
し
、

我
が
国
の
生
物
多
様
性
の
保
全
を
図
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九
州
の
多
様
で
豊
か
な
森

林
を
守
り
育
て
る
取
組

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
「
九
州
か
ら
の
森
林
・
林
業
の
再
生
」

を
目
指
し
、
民
・
国
連
携
の
取
組
や
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
、
国
産

材
の
安
定
供
給
等
の
取
組
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
を
は

じ
め
と
す
る
九
州
の
多
様
で
豊
か
な
森
林
を
守
り
育
て
る
取
組
、

集
中
豪
雨
や
新
燃
岳
噴
火
対
策
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
向
け
た
治
山
事
業
の
推
進
、
森
林
・
林
業
と
国
民
の
ふ
れ
あ
い

の
推
進
な
ど
の
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
国
民
へ
の
幅
広
い

情
報
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。



る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。今

後
と
も
、
保
護
林
の
設
定
等
に

よ
り
森
林
の
生
態
系
や
遺
伝
資
源
等

の
適
切
な
保
護
・
保
全
に
努
め
る
と

と
も
に
、
特
に
森
林
生
態
系
へ
の
大

き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
シ
カ
対
策

に
取
り
組
む
な
ど
、
九
州
の
多
様
で

豊
か
な
森
林
の
一
層
の
保
全
管
理
を

推
進
し
ま
す
。

(1)
シ
カ
対
策

屋
久
島
や
九
州
中
央
山
地
な
ど
、

九
州
各
地
で
農
林
業
の
み
な
ら
ず
生

物
多
様
性
へ
の
大
き
な
脅
威
と
な
っ

て
い
る
シ
カ
被
害
に
つ
い
て
、
地
域

と
も
連
携
し
つ
つ
、
個
体
数
調
整
や

植
生
保
護
等
の
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

(2)
貴
重
な
森
林
生
態
系
等
の
保
全
管

理
奄
美
大
島
、
徳
之
島
及
び
大
隅
半

島
に
お
け
る
保
護
林
の
新
設
を
は
じ

め
、
貴
重
な
森
林
生
態
系
や
遺
伝
資

源
の
保
護
を
図
り
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
屋
久
島
の
適
切
な
管
理
を
推
進
し

ま
す
。

宮
崎
県
綾
川
流
域
に
お
い
て
、
地

域
と
協
働
し
つ
つ
、
照
葉
樹
林
の
厳

正
な
保
護
、
人
工
林
か
ら
照
葉
樹
林

を
復
元
す
る
た
め
の
調
査
検
討
等
を

実
施
し
ま
す
。

(3)
野
生
動
植
物
の
保
護
管
理

絶
滅
危
惧
種
の
生
息
状
況
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
生
息
環
境
の
整
備
等
に

よ
る
希
少
な
野
生
動
植
物
の
生
息
地

の
保
護
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

(4)
普
及
啓
発
等

森
林
生
態
系
や
遺
伝
資
源
等
の
保

護
・
保
全
を
は
じ
め
、
森
林
・
林
業

に
関
す
る
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ

ミ
ナ
ー
等
の
開
催
、
情
報
の
発
信
に

努
め
ま
す
。

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向

け
た
効
果
的
な
治
山
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

ま
た
、
新
燃
岳
噴
火
対
策
と
し
て
、

噴
火
後
新
た
に
策
定
し
た
治
山
事
業

全
体
計
画
を
踏
ま
え
、
治
山
施
設
を

新
設
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
森
林
の
保
全
を

含
め
た
早
期
か
つ
効
果
的
な
治
山
事

業
等
を
実
施
し
ま
す
。

(1)
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
た
効

果
的
な
治
山
事
業
の
展
開

国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
民
有
林
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
治
山

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

大
規
模
な
山
地
災
害
発
生
時
に
お

け
る
都
道
府
県
支
援
の
た
め
の
職
員

派
遣
等
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
し

ま
す
。

平
成
23
年
に
発
生
し
た
台
風
12
号

に
よ
り
被
災
し
た
奈
良
県
に
職
員
を

現
地
派
遣
し
て
い
ま
す
。

木
材
の
利
用
促
進
及
び
渓
流
生
態

系
保
全
に
配
慮
し
た
治
山
事
業

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

(2)
新
燃
岳
噴
火
対
策
の
推
進

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
地
元
要
望
の
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
治
山
事
業
全
体
計
画

を
踏
ま
え
、
荒
廃
し
た
渓
流
や
山
腹

に
治
山
施
設
を
新
設
し
早
期
に
復
旧

し
ま
す
。

併
せ
て
、
関
係
機
関
と
の
情
報
の

共
有
及
び
連
携
を
図
り
な
が
ら
早
期

か
つ
効
果
的
な
治
山
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
や
地
域
住

民
に
対
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
セ

ミ
ナ
ー
、
ふ
れ
あ
い
活
動
、
情
報
の

発
信
等
を
積
極
的
に
実
施
し
、
森
林
・

林
業
へ
の
理
解
の
増
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

(1)
普
及
啓
発
活
動

森
林
の
も
た
ら
す
様
々
な
働
き
や

役
割
を
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
森
林
や
木
材
等
に
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
「
実
践
・
公
開
講

座
」
や
「
森
林
と
緑
の
子
ど
も
ス
ケ
ッ

チ
大
会
」
等
を
実
施
し
ま
す
。

(2)
森
林
環
境
教
育

子
ど
も
達
へ
の
森
林
環
境
教
育
活

動
の
中
で
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
行
う
体
験
活
動
、
小
学
校
教

諭
を
対
象
と
し
た
「
森
の
塾
」
の
開

催
、
現
場
で
教
室
を
開
く
「
お
出
か

け
講
座
」
な
ど
森
林
教
室
等
を
積
極

的
に
開
催
し
森
林
環
境
に
つ
い
て
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

(3)
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い

様
々
な
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
参
加

に
よ
る
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
森
林

浴
や
自
然
観
察
会
な
ど
様
々
な
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
を

提
供
し
ま
す
。
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(4)
九
州
間
伐
紙
の
普
及

身
近
な
木
製
品
で
あ
る
「
紙
」
を

通
じ
て
消
費
者
と
森
林
・
林
業
を
結

ぶ
九
州
間
伐
紙
「
木
に
な
る
紙
」

（
国
民
が
支
え
る
森
林
づ
く
り
運
動
）

の
取
組
を
通
じ
て
、
国
民
全
体
で
の

森
林
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

(5)
情
報
発
信

そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
再
生
プ

ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
組
や
森
林
・

林
業
と
国
民
と
の
ふ
れ
あ
い
等
を
テ
ー

マ
と
し
た
九
州
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

（
担
当
＝
企
画
調
整
室
）

- 3 -

洋
上
ア
ル
プ
ス
屋
久
島
に
は
九
州

最
高
峰
の
宮
之
浦
岳
を
は
じ
め
、
標

高
１
８
０
０
㍍
以
上
の
山
々
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
山
に
は
全

国
各
地
か
ら
登
山
客
が
訪
れ
、
屋
久

島
の
主
役
達
と
言
っ
た
雰
囲
気
で
す
。

し
か
し
、
屋
久
島
に
は
知
名
度
と

標
高
は
低
い
も
の
の
、
独
特
の
個
性

を
持
っ
た
山
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
今

回
は
こ
れ
ら
名
脇
役
の
一
つ
、
当
森

林
事
務
所
管
内
の
「
愛
子
岳
」
の
ご

紹
介
で
す
。

愛
子
岳
は
島
の
北
東
部
、
小
瀬
田

集
落
の
麓
か
ら
そ
び
え
る
標
高
１
２

３
５
㍍
の
山
で
、
集
落
か
ら
は
先
端

が
尖
っ
た
秀
麗
な
山
容
を
よ
く
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
尖
っ
た
先
端
が

矢
先
に
見
え
る
こ
と
か
ら
そ
の
古
代

語
で
あ
る
「
ア
イ
コ
」
が
山
名
の
由

来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
愛
子
岳
は

山
全
体
が
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
含

ま
れ
、
登
山
道
は
鬱
蒼
と
し
た
照
葉

樹
に
囲
ま
れ
、
下
層
は
ツ
バ
キ
、
ハ

イ
ノ
キ
、
サ
ク
ラ
ツ
ツ
ジ
等
の
植
物

が
目
を
引
き
、
中
腹
に
は
「
し
る
べ

の
木
」
と
言
わ
れ
る
屋
久
杉
の
大
切

り
株
も
あ
り
、
原
生
的
雰
囲
気
が
漂

い
ま
す
。

一
方
、
山
頂
に
近
づ
く
と
、
植
物

は
減
り
、
岩
場
が
連
続
す
る
荒
々
し

い
雰
囲
気
に
一
変
し
ま
す
。
山
頂
か

ら
は
西
に
宮
之
浦
岳
、
北
東
に
は
海

と
種
子
島
が
見
渡
せ
、
屋
久
島
で
も

有
数
の
展
望
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
愛
子
岳
は
麓
の
小
瀬
田
集

落
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
で
す
。
集

落
で
は
毎
年
、
11
月
に
「
愛
子
祭
り
」

と
呼
ば
れ
る
祭
事
を
行
い
、
総
出
で

山
へ
の
感
謝
と
共
に
愛
子
岳
へ
の
登

山
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
元
の
酒

造
会
社
で
は
「
愛
子
」
と
い
う
焼
酎

も
造
ら
れ
、
こ
の
焼
酎
は
島
内
で
も

小
瀬
田
の
商
店
で
し
か
購
入
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
小
瀬
田
の
人

達
が
い
か
に
愛
子
岳
を
愛
し
て
い
る

の
か
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
顔
を
持
つ
愛

子
岳
は
と
て
も
魅
力
的
な
山
と
い
え

ま
す
。
屋
久
島
に
来
ら
れ
る
際
は
こ

の
隠
れ
た
名
脇
役
に
目
を
向
け
る
の

も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

屋
久
島
森
林
管
理
署

小
瀬
田
森
林
事
務
所

森
林
官

嘉
門

洋
介

（上）集落から見た仰ぎ見る愛子岳
（下）山頂から見下ろす小瀬田集落



平
成
23
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
４
月
10
日
九

州
森
林
管
理
局
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
局
で

推
薦
し
た
２
社
が
林
野
庁
長
官
賞
に

選
出
さ
れ
２
月
16
日
に
林
野
庁
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
工
事
で
、
自

主
的
な
施
工
管
理
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
品
質
管
理
、
安
全
管
理
、
林

地
保
全
な
ど
に
配
慮
し
た
優
良
な
工

事
を
施
工
し
た
治
山
工
事
３
社
、
林

道
工
事
３
社
に
対
し
局
長
表
彰
し
た

も
の
で
す
。

な
お
、
農
林
水
産
大
臣
賞
お
よ
び

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
工
事
の

担
当
技
術
者
お
よ
び
監
督
職
員
に
対

し
局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

林
野
庁
長
官
賞

○
桜
島
地
区
治
山
工
事
（
あ
み
だ
川

第
１
支
流
第
６
分
流
）
《
鹿
児
島
署

発
注
》
株
式
会
社

島
津
建
設

代
表
取
締
役

葉
山
薫

○
段
ノ
頭
林
道
22
支
線
新
設
工
事

《
鹿
児
島
署
発
注
》

吉
村
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
村
三
男

九
州
森
林
管
理
局
長
賞

【
工
事
の
部
】

○
樫
葉
２
治
山
工
事
（
関
連
災
）

《
宮
崎
北
部
署
発
注
》

合
資
会
社

七
組

代
表
社
員

岩
本
健
司

○
霧
島
５
治
山
工
事
（
関
連
災
）

《
都
城
支
署
発
注
》

株
式
会
社

財
部
組

代
表
取
締
役

川
畑
弘
志

○
田
代
鹿
倉
治
山
工
事
（
関
連
災
）

《
北
薩
署
発
注
》

薩
摩
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
本
求
道

○
後
野
林
道
新
設
工
事

《
大
分
西
部
署
発
注
》

小
倉
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

永
吉
陽
一

○
烏
山(

１
０
８
側)

林
道
新
設
工
事

《
北
薩
署
発
注
》

株
式
会
社
小
田
原
建
設

代
表
取
締
役

小
田
原
光
二

○
傾
山
１
０
２
３
作
業
道
新
設
工
事

《
大
分
署
発
注
》

清
川
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

江
藤
龍
治

【
技
術
者
等
の
部
】

林
野
庁
長
官
賞
受
賞
工
事

桜
島
地
区
治
山
工
事
（
あ
み
だ
川
第

１
支
流
第
６
分
流
）

○
主
任
技
術
者

野
添
博
幸
（
株
式

会
社
島
津
建
設
）

○
監
督
職
員

農
林
水
産
技
官

松

永
和
久

鹿
児
島
署(

現
屋
久
島
署)

段
ノ
頭
林
道
22
支
線
新
設
工
事

○
主
任
技
術
者

鮫
島
拓
己
（
吉

村
工
業
会
社
）

○
監
督
職
員

農
林
水
産
技
官

山

下
裕
之

鹿
児
島
署(

現
局
治
山
課)

（
担
当
＝
森
林
整
備
課
）
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菊
池
渓
谷
は
、
阿
蘇
外
輪
山
の
西

北
、
菊
池
市
と
阿
蘇
市
に
ま
た
が
り
、

標
高
４
０
０
ｍ
～
９
０
０
ｍ
を
東
北

か
ら
西
南
西
へ
流
れ
る
菊
池
川
の
源

流
で
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ケ
ヤ
キ
、

ブ
ナ
、
ハ
イ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
モ
ミ
と

い
っ
た
暖
帯
林
、
温
帯
林
に
覆
わ
れ
、

渓
流
が
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
滝
や
渕
を

形
成
し
、
美
し
い

景
観
を
つ
く
り
だ

し
て
い
ま
す
。

昭
和
46
年
、
林

野
庁
に
よ
り
「
く

ま
も
と
自
然
休
養

林
」
と
し
て
こ
の

渓
谷
が
指
定
さ
れ
る
と
、
年
間
30
万

人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
自
然

景
勝
地
と
な
り
、
自
然
保
護
と
管
理

運
営
の
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
46
年
、
本
協
議
会
の
前
身
で
あ

る
「
菊
池
渓
谷
保
護
管
理
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
52
年

に
、
入
林
者
か
ら
清
掃
協
力
金
を
受

領
し
、
ゴ
ミ
収
集
や
ト
イ
レ
清
掃
、

遊
歩
道
の
補
修
な

ど
を
行
う
よ
う
に

な
り
、
平
成
15
年

に
現
在
の
名
称

「
菊
池
渓
谷
を
美

し
く
す
る
保
護
管

理
協
議
会
」
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
渓
谷
の
管

理
運
営
上
の
問
題

点
は
、
老
齢
過
熟
林
と
い
わ
れ
、
大

雨
や
台
風
時
に
は
、
倒
木
の
恐
れ
が

あ
り
、
主
要
散
策
道
で
あ
る
九
州
自

然
歩
道
も
落
石
の
危
険
性
が
高
い
こ

と
で
す
。

そ
こ
で
、
熊
本
森
林
管
理
署
と
定

期
的
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
な

が
ら
、
危
険
樹
木
の
伐
採
や
撤
去
、

注
意
喚
起
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。多

く
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
す
ば

ら
し
い
自
然
休
養
林
で
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
反
面
、
環
境
破
壊
や
事
故

が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

懸
念
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
自
然
保
護
と
観
光
を
共
生

さ
せ
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
遺
産

を
守
り
育
て
、
未
来
に
残
し
て
い
き

た
い
と
節
に
願
う
も
の
で
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
さ
れ
た
関
係
者

の
み
な
さ
ん

福村 三男

菊池渓谷を美しくする

保護管理協議会

会長（菊池市長）


